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消失す ると予想できる｡

以上 の結果は加圧に伴 う格子定数の縮みによってMnのモーメン トが消失 し､

系全体 の磁性がRモーメン トにのみ依存 し､触磁性 的になったためと考えられ

る｡これは圧力による強磁性発生すなわち"圧力誘起強磁性" といえる｡

19.FeRh合金における反強磁性一強磁性相転移の

電子顕微鏡による研究

谷 山 明

Fc冗h合金の Ⅰミ2規則 相は従来､ 磁化測定､ 中性子回折､ メスバウアー分光など

によって研究 され､ 室温付近 で一次の 皮強 仏性-強磁性 相転移す ることが報告 され て

いる｡ またX線 回折 によってその際 に約 1%程度の体和変化 を伴 うことが明 らか にさ

れ ている｡ さらに､ 熱処理 によって相虹格 の進 行す る温度範城が異な ることも報告 さ

れ ている｡ しか し､ この 合金系の平衡状態 図は未 だに確立 されてお らず､ またこの合

金は耐食他 に非'.?.'に憧れ ているため に､ 電 子新微税観察用薄臓試料の作製が 困難で､

電子が 微鏡 による相転持 その場親寮や磁区構造､ 内部組織な どについての研究 は全 く

報告 されていない｡

本研究において､ その薄膜就料作製法 を確立 し電 子抑故紙 による反強磁性一強磁性

相乾捗のその場 醗寮 に初め て成功 した｡ さ らに､ 熱処理の効果 について詳 しく調べ る

ために､873K-1373Kの 温度 で熱処理 した試料 につ いて電気抵抗測定､ 磁化測 定､ 電

子朗 荷的批寮を行 った｡ また､ 応力効果につ いても調べ た｡

相転移の その唱和寮の結果､ 払気相虹措時には反強磁化相 (AF)と強磁性 相 (F)

との相境界が結晶 粒界や試料端か ら生 じ､ 温度変化 に伴 ってそれが移動す るこ とが拭

解 され､ この合金の磁 気相転指は相場界のf多動 によって進行することが確認 され た｡

相境界 f･=は転位は存在せ ず､ AFとFは整 合界面 で微少な傾 きを持 って持 合 している

ことが わか った｡

熱処理過度の異な る試料 について電 気抵 抗一温度 曲線 を調べ ると､ 1173K.･1.1373Kの

温度で熱処理 した ときは相転移 に伴 う抵抗変化の始 まりか ら終 了 までの温度幅 は10K

でその 変化 も急激であ るが､873K-1073Kの過度で熱 処理 した場合､ 温度幅 は約60K程

度 まで広が った｡ 1373Kで熱処理 した試料 を873K-1073Kで熱 処理す ると熱処理 時間の

増加 !=伴って温度幅 は広が るが その温度幅 が飽和 に達 する時間は温度が高 いほ ど短か

った｡ 磁化測定か らこれ らの電 気抵抗変化 は磁 気相転移の進 行の変化 と対応 している

こ とが わか った｡ また. 反強磁他錦城の比抵抗は熱 処理 にともな って減少 した｡873

Kでは熱馳f_里時間の増加 !=伴 って相転移温度が上 昇 した｡ 電子即 微均祝祭 では熱 処理

によっ てt̂J部組織 ･!=は殆 ど変化はなか ったに もかかわ らず､873K一一1073Kで熱 処理 し

た場合 と1173K以上 の過度で熱 処1_V.した場 合 とでは相境 界の精勤度 に朗著 な遅 いがみ

られ た｡ これ らの結 果は､ 現象が熱油性化過程に よって説明 され､ 1073K以 下 の温度

でのなん らかの相の不均 一-が Jiiずることを示峻 していお り､ 従来提案 され てい る平衡

状態図の高温部の 相境 界線 は.38.っている可Lfl近位が あ る｡
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Frllth合金に圧延な どによって応 力を加 えると､ 圧延前 に反強磁性 であ る賓素温

度にお いても強磁性が 出現 した｡ また､ X線 回折の結 果圧延 によ り新 しい桐が 孟禿起 さ

れ てい ることが わか った｡ しか しなが ら､ この新 しい相 につ いてはその結晶構造 な ど

は まだ不明であ り､ またこのirr相が Fe氏 h合金の 反強延性一強磁化 相転移 にどの よ

うな彩管を与 えているか については明 らか にで きなか った｡

20.VALENCEFLUCTUATIONINYbTCu4(T-In,Ag,AuandPd)

価数揺動系 YbTCu4(T-In,Ag,Au,Pd)の磁性

中 島 和 則

Thc Yb-based heavy-electron cf)mpOUnds YbTCuj (T =ln･AglAu

and Pd) with the C15b-type crystal structure and isostructural

l･efel･enCe COmpOunds LuTCu4 have been systematically investigated

by Cu nucleal､quadrupole 1,eSOnanCe (NQR) technique. Analyses of

the NQR specira, rcsonance frequencies and spin-laitice

relaxaH (,n rate,1/Tl,proved micl･t)SCOpically the fil･St-Order

valcncc tl,ansition from a 1(Jcal moment state with stable Yb3◆ to

the Fermi liquid state atTv = jO ～ 50 K in YblnCu4･The jf spin

relaxation l'ate Of YbAgCu･1, deduced frl)m TI Shows the typical

tempellature dependence fur the den岳e Rondo system,i.e.,makes a

minimum around ( 110 ± 2O ) K.which is considered to be the

characteristic tempel､ature Of the system. The ubserVations of

both an abl･uptdecl･ease りf 1/Tl atこll･ound O･9 K and an additional

broadening of the spectrum beluw the temperature proved the

presence of the magneHc ol･dering in YbAuCuJ,fI･Om a microscopic

Vietu;point. I-.re discuss the origin of these anomalous magnetic

pl1()pet-ties of the systcm asst)ciated by the instability of ･1f

electt'ons uf Yb atom,by focusing oul･attention on the variation

I)iYb valence fluctuation depending un the T-elements.
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